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ABSTRACT
As a form of Japan’s traditional culture, budō was originally referred to as “taijutsu” 
indicating that it was merely a mode of physical exercise. However, in the Taishō period from 
1912, there was a movement to accentuate the spiritual aspects of the martial arts rather than 
only the physical side (from jutsu to dō). The reason for this is not entirely clear, but it most 
likely has something to do with KanōJigorō’s influence in naming his style of jūjutsu as “jūdō” 
when he formed the Kōdōkan in 1882. 
An important characteristic of budō is that it is not just a competition to overcome one’s 
opponent with technical skill, but to train the mind through the process of developing one’s 
technique. The consolidation of mind and body achieved through the course of training is a 
way of developing one’s spiritual and psychological faculties, and contributes to the “character 
development” of the student. As such, it has gained a significant following outside of Japan, 
and is already being utilized as a form of rehabilitation to help alleviate the symptoms of 
mental and physical disabilities. (Judo rehabilitation.)
In 1964, Judo became an Olympic sport for the first time, and Anton Johannes Geesink 
was victorious in the open division when he defeated Kaminaga Akio for the gold medal. 
As Geeskink warns in one of his books “there are two types of Judo: Olympic Judo, and 
Traditional Judo.” (Jan. 2001, Kokushikan University). 
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Since 1964, Judo has become a widely popular sport, and in Japan, Judo education is extensive. 
This research seeks to establish how much of a contribution Judo can make
キーワード；柔術、柔道、伝統的柔道、オリンピック柔道、福祉、医療、柔道療育。
Ⅰ緒言
日本国固有の伝統文化の一つである武道は、元来身体だけの術という意味で「体
術」であったが、武道にみられる「術から道」への現象は、明治時代後半、1910年を中
心とする大正時代の問題と考えてよい。しかしその理由については釈然としない問題
であるが、一理ある説明を残したのは、1882年頃の「柔術から柔道へ」だけであろう。
（柔道の創始者嘉納治五郎より）
また、武道の特性とは、ただ単に相手と相互に体峙する中で、身体を制禦する技能
を用いて競い合うだけでなく、その技能の練磨を通じて、精神性を高める特性がある。
またその技能の練磨過程においては、心身統合の動きが作用し、精神的・心理的な態
度形成（人格形成）に良い変化をもたらし得るとされている。このように、心身の統合
性の高い武道は欧米諸国においては既に、心身に病を持つ障害者に対し、運動療法と
しての応用が可能であることが明らかにされている。（柔道療法）
Ⅱ－１．研究の目的
1964年第18回東京オリンピックにおいて柔道競技が公開され、無差別級において
オランダのMr, Antonius Johannes Geesink氏に日本の神永昭夫選手が敗れ、ビック
ニュースとして世界に報道された。その後ヘーシンク氏の著書によれば、柔道は「オ
リンピックとしての柔道とトラディシンとしての柔道の二つの局面に分離している。」
1）と、発祥国日本に警鐘を鳴らしている。（2000年1月国士舘大学発行）
1964年以後、柔道は広く世界にスポーツ競技として普及発展していることは承知の
ことであり、わが国においても柔道と教育との関わりはすでに深いものがあるが、柔
道が福祉や医療の領域にどこまで関わることができるかを考察し、日本発祥の柔道が
国際社会の中でどのような役割を果たしているかを知り、障害者に対し、身体面・精
神面のリハビリテーションとして、かつ柔道セラピストとして柔道を応用した場合の
方法とその有効性を明らかにし、さらに柔道そのものの価値を認識しながら、世界に
おける障害者に対する柔道療法の価値及び指導方法など、障害者への柔道療法の応用
とその可能性を探求することを本研究の目的とするものである。
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Ⅱ－２．知的障害者と精神障害者について
Van, Krevelen, D. A. （1974）26）は、知的障害者の子どもに対して、フロスティッグ
のムーブメント（運動）療法に柔道を適応した効果について報告した、Davis, B. and 
Byrd, R. J. （1975）7）らは、教育可能な知的発達障害者を対象に柔道の効果について体
力や心身の調整などを、それぞれ明らかにした。Gleser, J. M., Margulies, J. Y., Nyska, 
M, Porat, S. and Mendelberg, H. （1992）10）らは、盲目で精神的に知恵遅れの子ども
たちを対象に、彼らの条件に合わせて修正した柔道の指導を実施し、身体的・心理社
会的な利点を確かめようと試行的研究を試み、体力の改善が示された。
精神障害者への柔道については、Bonfranchi, R（1980）4）が、問題行為を持つ学生
のための治療として柔道を試みている。Prieur, J. C（1983）21）は、柔道により精神疾
患の統合作用を施すために精神医学の面から、Gleser, J; Lison, S（1986）14）らは、情
緒的ノイローゼの青年のための治療として柔道による療法の効果について、Therme, 
P; Raufast, A（1987）25）らは、精神病の子ども達を対象に柔道練習を試み療法の効
果について、Gleser, J. and Brown, P. （1988）11）らは、精神病的症状である葛藤・軋
轢を解くための方略に柔道における原理（「柔の理」）を応用した指導を試み、柔道の
効用の成果を報告している。また、May, T. W., Baumann, C.; Worms, L. :Koring, W.; 
Aring, R. （1998）1）は、重複障害および、癲癇（てんかん）症状を持った青年を対象に、
身体の調整と姿勢の動揺について柔道トレーニングの影響の研究を試み、柔道実施グ
ループが身体的な調整および身体動揺で改善を示したことを報告した。その改善は調
整とバランスにおいて期待され、分析の結果、対照群とは対照的に柔道グループが身
体的な調整および身体動揺で改善を示したが、柔道トレーニングには有意な効果が観
察されなかったことを挙げている。Baumann, C. （1998）1）は、てんかん症状を持つ障
害者の柔道活動への参加について、スポーツ研究者の支援で、規則的な柔道トレーニ
ングの可能な影響を測定した。対照群を設けて縦断的な研究を実施し、多数のハン
ディキャップ（精神障害、てんかん）に苦しむ参加者の身体調整を調査し、柔道の実施
群の調練効果の改良が対照群より著しく大きく、柔道トレーニングは、療法的に活性
化し長期的に身体調整を豊かにできることを認めた。さらに、Baumann, C., Worms, L., 
Koring, W., May, T., Aring, R. （1998）2）は、重複障害の青年たちの柔道トレーニング
は身体調整（コーディネーション）を改善することを明らかにし、柔道が身体調整に効
果的であることを認めている。
イタリアのVisalli, S.; Sozzi, G.; Vizzardi, M. （1995）は、知的障害のある対象者に適
応されたスポーツ活動としての柔道は大きな効果を実施したことを報告し、様々なタ
イプの精神障害のある人々が7年間の柔道教室の経験から効果を明らかにされ、成功
したことを強調している。
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フランスのPrieur, J, C. （1983）21）は、スポーツと障害者についての研究で、スポー
ツ協会のボランティア活動で精神障害者の柔道による統合の実験を試みた。また、
Cardinal, Y. （1978）29）は、障害を持つ子供たちに柔道による遊び方と柔道の技能指
導について報告している。Van Hal A. J （1969）は、知的障害を有した人たちへの有意
義な柔道についての方法を示した。ちなみに我が国では、佐々木武人氏（1995年）13）, 
1999年24）の「知的障害者と柔道教育」、「精神遅滞児の柔道指導について」の研究報告で、
柔道の心身の調整た態度形成、運動能力の開発への有効な側面があることを授業実践
から明らかにし、わが国では数少ない研究の成果を示した。
このように、知的障害や精神障害への柔道指導がかなり効果的な面を表しているこ
とが明らかにされている。
Ⅱ－３．視覚障害者について
視覚障害者に対する柔道の試みでは、Lignac, B.; Weil, M. （1987）17）らが、完全盲目
者と半盲目者のためのじゅうどうについて運動学的に研究した。Loetje, R. （1981）18）は、
柔道コーチが視覚障害を持つ18人の子ども達のグループに柔道を教えた経験について
報告した。視覚障害の子ども達への柔道指導で、考案した特別の練習や設備について
用意し、スポーツを単に教えることだけではなく、子ども達の自信を構築し、荒れた
気持ちを低下させる手段として指導した。その結果、顕著な傾向として障害のなかっ
た子ども達とうまくコミュニケーションが図られ統合ができたことを挙げている。
視覚障害者の柔道においては、試合・競技の次元で競技化が著しく発展し、健常者
とともに殆ど同様なルールで実施が可能であり、国際大会やオリンピックと同様な世
界的大会であるパラリンピックにまで発展している。従って、彼らの競技力向上のた
めのコーチング方法や試合のルールと運営等については柔道の競技団体の支援を得て
いる現状である。1996年の「盲目のアスリートへの柔道コーチング」に基づいて、1998
年に視覚障害者のための国際的な柔道トーナメントが実施された。
Ⅱ－４．身体障害者（四肢障害）について
ベルギー国において、身体障害者（四肢障害）と柔道の研究では、脳性小児麻痺の子
ども達を対象に身体活動として柔道を試みた報告があり、脳性小児麻痺を持った人々
が肉体的活動に参加することができる範囲、およびその活動に参加した結果の利点や
効用への注目がなされている。その活動のタイプはハンディキャップの厳しさに依存
し、彼らにとっての活動の練習は体育性を含んでいることを明らかにした。他の運動
と同じように柔道によってバランスが改善されされる利点や、移動運動や調整、社会
統合、自己イメージおよび空間構成に効果の可能性を有し、体力の改善と療法性を認
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めている。
Pelletier, C. （1975）22）は、障害を持った幼児に対して柔道を試み、Bonfranchi, R. 
（1980）3）は、先天性四肢奇形を持った青年のための柔道について報告している。さ
らに、彼は行動障害のある学生のためのセラピーとして柔道を用いたことを報告し
ている。Lev, J. （1986）16）は、障害者への柔道と護身術についての研究報告がある。
Koo, de, A. : Haan, Alkema, de, W. らと、およびBurel, H. :BuiXuan, G. （1989）5）15）、
Gaertner, AV. （1990）9），Weil, M. （1991）27）らは、同様に身体的的障害を持つ人た
ちへの柔道指導について実践的教育方法、統合志向性、社会性の面から検討している。
2003年に大阪での国際柔道連盟主催による世界柔道会議での学術研究発表で、スペ
インのGareia Garcia, Jose Manuel（2003）8）らは、車椅子の脊髄損傷者の機能回復を
目的としたリハビリテーションに、柔道を採用し、特に寝技の練習を取り上げ、その
指導内容と方法並びにその効果を紹介した。欧米での柔道による療法への取り組みの
積極的な一端が伺われた。
わが国では、橋本、柏崎（1995）13） らが、中山（1986）20）の療法に柔道を取り入れ
た目的と効果について実践報告をもとに、「武道で生き生き人生」（事例報告）の中で「障
害者への柔道による武道の可能性を探る」と題して、重度身体者障害者更生施設であ
る大阪の「わらしべ園」（故村井正直博士の指導）の取り組みについて紹介した。それ
は、脳性麻痺の障害児を対象に療育として、障害児・者各自の持ち味を十分に引き出
しながら自らの内発性で自己改造を進めてゆくハンガリーのペトゥー法を基盤に据え
た日常生活全般を通じた集団指導療育を行っている。その療法方法として、柔道を取
り上げ実践している数少ない例を紹介した。その例は痙直性四肢麻痺の少年が歩行が
ままならなかったが、やがて受け身を会得し、乱取を行うようになったことや、右肩
麻痺の医学生、言語障害の小学校５年生、右肩麻痺の小学校1年生らが柔道を試みて、
技を競い合うようになった事例を報告している。わが国では先導的なケースであると
言える。本研究は先に述べた大阪の「わらしべ園」での柔道療育を詳しく報告するもの
である。
【わらしべ会柔道療育】
わらしべ会の柔道療育はDr, 村井正直（柔道五段）が1970年イギリスのボバース方式
の脳性まひ理学療法（PC）と1976年ハンガリーのペトゥーシステム研究所での療育方
法が柔道の受け身の練習がＰＣの少年に応用出来る確信を持ち少年たちの身体・精神
の発達を目的として始めた。
柔道の活動を通して対象者の様々な変化を感じながら日々稽古に取り組んでいる。
32
國士舘大學　武德紀要　第 28 号
【事例１】
「運動として柔道の活用が期待できるケース」
　対象者：Miss, ＡＫ（1968年2月1日生） Age；43
　傷病名：脳性まひ失調型（cerebral palsy）
　起居動作：寝返り、起き上がり、座位保持（自立）、
　　　　　　立ち上がり、立位保持（つかまり立ちレベル）
　移動（車椅子使用）；リハビリレベルで歩行器歩行可能、失調症状
　ADL；食事、更衣自立、入浴、排泄一部介助
　性格傾向；自閉的な傾向、自傷・他傷
血圧の比較
血圧 脈拍 血圧 脈拍
平常時 120/60 70 エルゴメーター 変化なし
歩行器歩行 変化なし 柔道練習後 152/97 109
平行棒内歩行 変化なし
最近、年齢が30歳を超え、体重増加傾向、歩行機能低下など加齢による様々な問題
が出てくるようになった。
そこで一般にも行われている有酸素運動を行って加齢による様々な悪影響に歯止め
をかけようと思った。
有酸素運動として本人が行える形で歩行を行ったり自転車こぎ運動を行ってもらっ
たが、血圧や脈拍といったバイタルサインの変化はほとんど見られず、十分な運動効
果がバイタルサイン上は見られなかった。
そういった中、運動の機会の一環として今年3月から柔道に取り組んでもらった。
歩行が不安定な彼女に歩行練習の動機付けとして立ち技に取り組んでもらうつもり
であったが、寝技の練習で彼女が息切れをする様子が見られ、また運動で息切れする
姿は職員にとっては驚きであった。当初は本人の機能よりも少し高いレベルの動作で
ある立ち技で運動効果を求めていたが、本人の機能に適した寝技で運動効果が見られ
た。
寝技では血圧脈拍共に上昇しバイタルサイン上は十分な運動負荷が与えられている
という結果が見られた。
ここでＡＫさんの歩行場面を見ていただきます。
＊平行棒内で歩行練習をしている場面ですが明らかに力強い歩行とはいえない。
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＊起居動作レベルは寝返り、起き上がり、座
位保持は自立。立ち上がり、立位保持はつ
かまるものがあれば可能。移動は普段は車
椅子使用ですがリハビリレベルで歩行器歩
行可能。
＊失調症状があり動作全般において不安定で
歩行はワイドベースです。
ADLは表記の通りです。
＊性格傾向は自閉的な傾向があり、生活の中にこだわりや儀式的行為が見られる。
また、情緒不安定で大声で他者を言語的に攻撃したり、他傷、自傷が見られるこ
ともある。
＊言語的コミュニケーションは可能であるが理解などは低い状況である。
＊柔道の寝技の乱取りの場面です。
 激しく動けていることが見ていただけると
思います。
【事例１】 
運動として柔道の活用が期待できるケース
それでは彼女にとって柔道が適切な運動になったかを考察したいと思う。
まず、第一に知的障害をもつ彼女には歩行で「はやく歩く」や「がんばって歩く」
「力つよく歩く」などの指示は抽象的で理解できない。
柔道は技や組み手など難しい要因はあるが組んで倒すという部分においてはい
たって単純なことを求められており、自分のやったことによって相手がたおれ
たか否かというわかり易い結果として表されます。これが自然に彼女が動くと
いうことにつながると考える。
【考察】
運動方法が理解できていない組み合うスポーツであり、利用者同士では闘争心
によって、指導者との練習は運動負荷の調整が可能である。
次にこれも知的障害に起因するものであるが、彼女に「はやく歩け」「一生懸命
歩け」といわれても何がそれにあたるのかが理解できない。
その点柔道は相手を倒すということに限定すればわかり易くそこに利用者同士
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が組み合えば闘争心もかりたてられる。また、指導者との練習では運動負荷を
調整したり肢位をかえて練習することが出来る。
【考察】
失調症状のため歩行やエルゴメーターでは有酸素運動レベルの運動負荷が困難
であった寝技中心の課題設定で座位臥位でダイナミックに身体を動かすことが
出来る。
次の要因として考えられるのは柔道の競技特性として様々な身体状況に対応で
きるルール設定が可能であるということである。というのは本症例の場合失調
症状のため運動速度や抵抗を上げることができず、運動の抵抗を上げると運動
が困難になる。
彼女の場合は寝技中心の練習課題として膝立ちや臥位での練習することができ、
激しく身体を動かすことが出来る。こういった柔道の運動面での特性と前述し
た認知面の特性が合わさることで彼女に十分な運動負荷を与えることが出来た
と考えられる。
【まとめ】
・柔道の組み合った二人によって成り立つ競技という特性。
・自分の行ったことに対するわかりやすい反応。
＊（仮設）ＡＫ氏に対する運動効果を生み出したのでは？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このＡＫさんの事例を通し、彼女に運動効果を提供できた要因には柔道は一人
で行えるものではなく二人が組み合ってこそ成り立つ。
「コミュニケーション能力の効果が生じる。」
【事例２】
「放置しておけば引きこもりになったかもしれない軽度知的障害の若者の支援に
柔道が役立った事例。」
対象者：T氏、19歳　
傷病名：軽度知的障害
＊2007年養護学校の先生から引きこもりになる可能性を指摘された。
＊本人の就労・活動意欲はない。
＊養護学校時代はパソコンのある日のみ通学（週2日）家族からの支援は見込まれ
ない。
T氏19歳。軽度の知的障害を持っておられます。2007年3月養護学校高等部を卒
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業する際、学校の先生から3月卒業の生徒で卒業後の進路が決まっておらず、日
常の行き場がないため卒業後引きこもりになるかもしれない生徒がいる。」と当
法人地域生活支援センターに相談があった。
当時の状況としては養護学校にはパソコンの授業があるときのみ通学し、そのほ
かはほとんど欠席してしたとのことである。本人は就労や活動に対して意欲は
みられず、卒業後の進路が決まらないという状況であった。また、家族も知的
障害であることから生活基盤も不安定で家族からの支援は期待できないという
状況でもあった。
＊地域生活支援センターでの活動
　・パソコンやゲーム
　・キャッチボール
本人の言葉が増える。笑顔が見られる。関わるスタッフも増える。
地域生活支援センターでの活動は本人の興味を持てるものを中心に参加し易い
環境を作った。その中から体を動かすものとしてキャッチボールも取り入れる
ようになり、本人の言葉や笑顔が増え、関わるスタッフも増えた。
センター通所半年が経過し、他の通所者や同級生の卒業後の活動の見学により
本人からバイトをしてみようかという発言がみられた。わらしべ会の就労支援
事業所の「セルプわらしべ」との連携で企業内実習を行い、2週間の実習を無事終
えた。
一方、バイトの面接を受けるが「経験がない」という理由で断られ自信を失うとい
うこともあった。
＊ 今年3月から柔道に参加。
＊ 「柔道のある日は時間が早くすぎるなぁ」
＊ 「身体を動かすことが好きなのかなぁ？」
＊ 「彼の興味に対しての新たな発見。」
【考察】
運動面・精神面・社会面の育成など療育的視点を持った柔道の可能性をこのケ
ースを通じて感じられた。
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＊若者の凶悪犯罪が増加している現代社会において、犯罪に至らなくてもニー
ト、引きこもりなど社会と関わろうとしない若者が増え社会問題になって久
しい。
 また、最近そういった若者の中には発達障害など先天的な脳機能障害がある
場合がいることも指摘されている。
運動面・精神面・社会性の育成など柔道の効果については今後も検討をしてい
く必要性を感じているが療育的視点をもった柔道の可能性がこのケースを通じ
て強く考えさせられた。
－柔道修行の目的－
「精力を最善に活用し、相助相譲、自他の共栄を実現することにある。」
（嘉納治五郎先生遺訓） 
「背負うこそ柔の道の極みなり　投げ固むより　背負え世の人（を）」
（Dr, 村井正直遺訓）
今回、このような発表の機会を与えていただき我々が経験してきたことをどういっ
た意味があるのか考えることができた。
柔道修行の目的は「精力を善用し、自他の共栄を実現することにある。」と嘉納治五
郎先生が教えを説かれてことに基づき、村井は柔道に精進した講道館の一生徒が講道
館柔道の応用の結果、その延長線上にわらしべ園が誕生したと考えている。
今回の発表にあたり自身の原稿に「背負うこそ柔の道の極みなり　投げ固むより、
背負え世の人（を）」と記した。
この句の意味は柔道修行は投げ技や寝技の技術を追求することが目的なのではな
く、自身の精神を磨き援助が必要な人に手を差し伸べその人を背負い、共に生きてい
く意味であると理解しています。
私自身がこの域に達しているとは思っていませんが修行の途にあるものとして上段
の柔道を目指して行きたいと思います。
知的障害のため抽象的指示に対して理解困難目的が理解しやすい（本能的）幼少から
の柔道の経験を通して障害児者の精神・身体両面の発達を目的に導入した。村井医師
は自身の柔道研鑽を通し「背負うこそ　やわらの道の　極みなり　投げかたむより　
背負え世の人を」と著した。
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柔道修業の目的は「精力最善活用」「自他融和共栄」を実現することにある。」と創始
者嘉納治五郎師範が教えを説かれてことと相通じるのではないかと考える。
わらしべ会の柔道は、30数年前より肢体不自由児、次いで肢体不自由者を、2003年
に知的障害者施設を開所以降、知的障害者デイサービス、地域活動支援センター事業
などの運営を行うことにより知的障害者や引きこもりの青年など対象者が広がって
いった。
今回の報告では身体障害と知的障害の重複障害をもち、身体機能低下と運動の動機
付けが不十分であるために、動作能力の低下を生じさせている実例に対して、柔道の
特性である「組む」ことによって生じる「分かり易さ」や立技・寝技のように自身の身体
機能によって適した方法で行えることによる運動効果を報告させていただき、柔道を
通した運動効果を検証したい。
尚本研究は、2011年9月フランスで行われた国際柔道研究者協会（IAJR）主催のThe 
7th International Science of Judo Symposium にて一部発表したものである。
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I. Introduction
As a form of Japan’s traditional culture, budō was originally referred to as “taijutsu” 
indicating that it was merely a mode of physical exercise. However, in the Taishō period from 
1912, there was a movement to accentuate the spiritual aspects of the martial arts rather than 
only the physical side (from jutsu to dō). The reason for this is not entirely clear, but it most 
likely has something to do with KanōJigorō’s influence in naming his style of jūjutsu as “jūdō” 
when he formed the Kōdōkan in 1882. 
An important characteristic of budō is that it is not just a competition to overcome one’s 
opponent with technical skill, but to train the mind through the process of developing one’s 
technique. The consolidation of mind and body achieved through the course of training is a 
way of developing one’s spiritual and psychological faculties, and contributes to the “character 
development” of the student. As such, it has gained a significant following outside of Japan, and 
is already being utilized as a form of rehabilitation to help alleviate the symptoms of mental and 
physical disabilities. (Judo rehabilitation.)
II. Purpose
In 1964, Judo became an Olympic sport for the first time, and Anton Johannes Geesink 
was victorious in the open division when he defeated Kaminaga Akio for the gold medal. As 
Geeskink warns in one of his books “there are two types of Judo: Olympic Judo, and Traditional 
41
KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.28)
Judo. ” （Jan. 2001, Kokushikan University）. 
Since 1964, Judo has become a widely popular sport, and in Japan, Judo education is 
extensive. This research seeks to establish how much of a contribution Judo can make in the 
field of rehabilitation in the wider international community. We will analyze the rehabilitative 
qualities and possible methods of Judo from both physical and mental perspectives, 
and the validity Judo therapists. The first case study looks at the social welfare service 
corporationWarashibe-kai in Osaka. 
≪Judo Rehabilitaion at the Warashibe-kai≫
The judo rehabilitation method utilized at the Warashibe-kai was developed by Dr. 
Masanao Murai based on his observations of the BobathMethod for cerebral palsy in the 
United Kingdom in 1970, and the rehabilitation research conducted at the Pető System 
Research Laboratory in Hungary in 1976. Based on his surveillances, he surmised that ukemi 
in judo could be adapted to treat children with cerebral palsy through developing physical 
and mental faculties. Noticing various changes in his patients through judo, he continued to 
apply this rehabilitation method through continued training. 
【Example 1】 “The potential of judo as exercise”
Let us now consider whether or not judo is a suitable form of exercise for her. 
Firstly, as she has an intellectual disability, the idea of “walking quickly” or “strongly” is 
too abstract for her to understand. Although judo techniques and kumite （grappling） have 
difficult factors, the idea of grappling with, and throwing the opponent down is relatively 
simple. It is easy to comprehend whether or not the opponent is successfully thrown as a 
result of one’s own actions. This concept naturally connects to her movement. 
【Consideration】
Judo is a form of wrestling in which the patient in this case does not understand the 
exercise methodology. However, through the manifestation of fighting spirit in both 
protagonists and the will to engage, the amount of exercise experienced can be moderated by 
the instructor to a suitable degree. 
Furthermore, due to her intellectual disability, she is unable to understand encouraging 
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sentiments such as “walk stronger”. However, when the objective of the judo engagement 
is limited to the simple concept of throwing the opponent down, the urge to engage appears 
when confronted by her training partner. The partner （instructor） can adjust the content when 
necessary. 
【Consideration】
Due to her ataxic movement, aerobic exercise such as walking and using the ergometer is 
difficult to execute. However, ne-waza enabled dynamic use of her body. 
Another factor that can be taken into consideration is that judo rules can be modified to 
suit the physical condition of the practitioners. In other words, in the case of her symptoms, 
it is impossible to increase the speed or resistance in her exercise due to malfunctioned 
movement. Judo provided her with a form of exercise in which she was able to exert all 
of her physical faculties, and enabled her to overcome her physical inhibitions to a degree 
providing her with a reasonable physical workout. 
【Conclusion】
Judo is a contest in which two people grapple together. 
It affords easy recognition of the results of one’s actions. 
Hypothesis –Participation in judo provided significant physical benefits for AK. 
Through AK’s example we can surmise that the physical benefits gleaned through 
participation are possible because judo is engaged in by two people. This could potentially 
lead to an improvement in communicative capabilities. 
【Case 2】
“How judo helped a young individual with mild intellectual disability who may have 
become socially withdrawn as a result of neglect”
On the other hand, however, he applied for a part-time position, which he did not get 
due to the fact that he had had no work experience prior to that, which made him lose his 
confidence. 
- He has been practisingjudo from March this year – an activity which he thoroughly 
enjoys. 
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- He actually enjoys moving his body
- New findings regarding his interest
【Observations】
This case showed us the possibilities of judo as a method to rehabilitate individuals 
physically, psychologically and socially. 
In this modern society where violent crimes committed by juveniles are increasing, 
problems such as NEET （Not in Education, Employment or Training） and hiki-komori are 
increasing despite the fact that those are not crimes in themselves. Also, it has been pointed 
out that among those juveniles there are some who are suffering congenital brain defects 
such as developmental disorders. While further investigation and consideration is required, 
this case showed the strong potential of judo as a physical, psychological and/or social 
rehabilitation method. 
Purpose of Judo Practice:
“To perfect oneself physically, intellectually and morally for the benefit of society” （teaching 
by the late KanōJigorō）
“Shouldering others is the essence of the way of gentleness. ”
by Dr, Naomasa Murai
Thank you for giving us this opportunity to give a presentation. We were able to consider 
the significance and meaning of our experiences. Based on a famous quote by KanōJigorō, the 
founder of judo, the purpose of judo is to perfect oneself physically, intellectually, and morally 
for the benefit of society. Dr. Murai was a disciple of theKodokan Judo Institute. He founded 
Warashibe-en as a result of his practical application of judo to help others. 
As I was preparing for my presentation, I decided to quote “Shouldering others is the essence 
of the way of gentleness. ”My interpretation is that this poem explains the purpose of judo 
training is not pursuing techniques such as nage-waza （throwing technique） or ne-waza （ground 
technique）, but disciplining one’s mind, extending a helping hand to those who need it, and 
living together. Although I haven’t reached a high level in this regard myself, I aim at achieving 
upper-level judo as an individual on a path of judo excellence. 
Based on his childhood experience, Dr. Muraiapplied judo as a treatment method for 
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psychological and physical development of challenged people, due to the fact that judo appeals 
to one’s instincts. This is rather easy to understand for those with intellectual challenges who 
have difficulties with abstract instructions. Through his own experience of studying judo, he 
wrote “Rather than throwing or pinning them, shoulder the people of the world. ”
I believe his remark has the same teaching as the doctrine by KanōJigorō, who advocated that 
the purpose of judo is to perfect oneself physically, intellectually and morally for the benefit of 
society. 
Judo training offered by Warashibe-kaihas been enjoyed by more and more people including 
individuals with intellectual challenges and hiki-komori issues. The group started managing 
a facility for children/people with physical challenges thirty years ago, and in 2003 it opened 
a facility for people with intellectual disabilities. It then started offering day service for the 
intellectually challenged, and running a local activity support center. 
Through this presentation, we would like to verify the effects of exercise via judo by reporting 
how easy it is to understand judo instructions, and how suitable judo is as an exercise for those 
with physical limitations. This is in great part due to judo’s characteristics in which it requires 
no complicated explanation, and because various techniques exist which require engagement 
of different body parts such as tachi-waza and ne-waza. Based on the casesintroduced here 
of people with both physical and intellectual disabilities, who were experiencing declining 
physical function and lack of motivation exercise, the potential of judo is clear. 
This research is a part announced with The 7th International Science of Judo Symposium 
of international Association judo researcher （IAJR） sponsoring done in France in September, 
2011. 
